
③
善
光
寺
街
道
（
麻
績
宿
）

　

九
月
十
七
日　

参
加
者
十
七
名

　
「
入
鉄
砲
に
出
女
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
女
の
通
行
に
は
厳
し

く
、
宿
場
東
の
番
所
で
は
、
松
本

領
内
か
ら
善
光
寺
参
詣
へ
向
か
う

女
は
、
通
り
手
形
を
差
出
し
通
行

し
た
場
所
だ
と
い
う
の
が
印
象
的

で
し
た
。

④
善
光
寺
街
道
（
善
光
寺
）

　

十
月
十
五
日　

参
加
者
十
三
名

　

長
野
駅
か
ら
善
光
寺
ま
で
七
福

神
め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。
善
光
寺

で
は
巡
業
中
の
鶴
竜
の
土
俵
入
り

を
見
る
こ
と
が
で
き
感
激
し
ま
し

た
。

⑤
善
光
寺
街
道
（
刈
谷
原
峠
）

　
十
月
二
十
四
日　

参
加
者
十
一
名

　

雨
で
一
回
目
に
歩
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
刈
谷
原
峠
越
え
を
追

加
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

北
部
公
民
館
が
白
板
地
区
公
民
館
と
し
て
移
設
・
新
築
さ
れ
て
か
ら
初

め
て
の
、
第
一
回
文
化
祭
が
十
一
月
十
四・十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
易
い
場
所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
二
日
間
で
二
百
五
十
名
ほ
ど
が
来

館
さ
れ
、
各
サ
ー
ク
ル
の
発
表
や
展
示
物
な
ど
、
日
頃
の
熱
心
な
活
動
の

様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
行
っ
て
い
る
「
い
け
花
教
室
」
の
お
花
も
、
文
化
祭
を
盛
り
上

げ
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

内
藤
館
長
は
、
新
公
民
館
と
し
て
こ
れ
か
ら
一
つ
一
つ
の
行
事
を
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

九
月
八
日
（
火
）、
参
加
者

二
十
五
名
で
、
戸
隠
五
社
巡
り
を

し
ま
し
た
。

　

雨
空
で
パ
ラ
パ
ラ
と
降
っ
て
い

た
雨
が
歩
く
と
き
に
は
運
良
く
曇

空
と
な
り
、
奥
社
へ
の
参
道
は
貸

し
切
り
状
態
で
杉
並
木
の
パ
ワ
ー

を
い
っ
ぱ
い
貰
い
、
中
社
に
下
り

て
、
有
名
な
「
う
ず
ら
家
」
へ
。

珍
し
く
す
い
て
い
て
、
お
い
し
い

お
蕎
麦
、
て
ん
ぷ
ら
等
を
食
べ
、

火
ノ
御
子
社
、
宝
光
社
を
参
拝
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

参道独り占め

オオシラヒゲソウ

【放光寺町会 文化祭（第 14 回）】　
10 月 25 日

【宮渕日向町会 文化祭】　
11 月１日

【城西町会 文化展（第 33 回）】　
11 月７・８日
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戸
隠
五
社
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

仏像・木彫り

合唱

琴演奏

丸ノ内中学校　吹奏楽部

革細工・写真

フラダンス

バトンクラブ

▲講座 いけ花教室▼



　

白
板
南
女
鳥
羽
川
沿
い
に
薬

王
山
東
昌
寺
が
あ
り
ま
す
。
開

山
は
、
梅
仙
祝
和
尚
で
、
ご
本

尊
は
薬
師
如
来
。
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
に
臨
済
宗
妙
心
寺

派
乾
瑞
寺
の
末
寺
と
し
て
、
白

板
宮
本
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

明
治
十
四
年
に
火
災
に
よ
り
堂

宇
焼
失
し
、
第
五
世
住
職
白
順

盤
明
尼
の
代
に
現
地
に
再
建
さ

れ
ま
し
た
。現
在
は「
深・拡・繋
」

（
ふ
か
く
、
ひ
ろ
く
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
）
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
地
域
に
ひ
ら

か
れ
た
お
寺
を
目
指
し
て
、様
々

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
月
十
一
日
（
日
）
第
五
十
八

回
松
本
市
民
体
育
大
会
秋
期
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
白
板
地
区

も
町
会
長
を
筆
頭
に
、
町
会
役
員

や
選
手
達
が
大
勢
参
加
し
、
第
一

高
校
の
吹
奏
楽
に
乗
せ
て
開
会
式

に
臨
み
ま
し
た
。

　

雨
天
の
中
の
開
会
と
な
り
、
白

板
地
区
の
精
鋭
を
揃
え
た
野
球
と

こ
の
日
の
た
め
に
猛
練
習
を
重
ね

た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
中
止
と
な
り
、

総
合
順
位
を
ひ
と
け
た
に
乗
せ
た

い
と
熱
く
決
意
を
固
め
た
結
団
式

の
思
い
に
文
字
通
り
水
を
さ
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
も
卓
球
も
予
選
リ
ー

グ
を
突
破
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
む
な
ど
そ
の
実
力
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
（
日
）
に
「
第

二
十
八
回
城
西
町
ふ
れ
あ
い
大
運

動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
百
五
十
名
程
で
、
小
学
生

以
下
は
、
四
十
九
名
で
し
た
。　

　

デ
カ
パ
ン
リ
レ
ー
・
小
玉
送
り

等
工
夫
さ
れ
た
種
目
が
あ
り
、
中

で
も
小
さ
な
応
援
団
が
「
パ
パ
が

ん
ば
れ
、
マ
マ
が
ん
ば
れ
、
み
ん

な
が
ん
ば
れ
」
と
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
リ
レ
ー
は
バ
ト
ン
と

タ
ス
キ
を
用
意
し
忘
れ
て
、
急

き
ょ
ス
リ
ッ
パ
（
四
色
・
四
チ
ー

ム
）
を
バ
ト
ン
代
わ
り
に
し
て
い

ま
し
た
。み
ん
な
楽
し
そ
う
に「
来

年
も
参
加
し
た
い
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
世
代
間
交
流
を
来
年
以

降
も
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

十
一
月
一
日
（
日
）
丸
ノ
内
中

学
校
の
体
育
館
で
蟻
ヶ
崎
西
町
会

の
体
育
祭
（
運
動
会
）
が
百
名
あ

ま
り
の
住
民
が
参
加
し
て
に
ぎ
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
入
れ
や
綱
引
き
な
ど
、
お
な

じ
み
の
種
目
に
赤
白
に
分
か
れ
た

チ
ー
ム
が
笑
顔
の
中
に
も
フ
ァ
イ

ト
を
に
じ
ま
せ
楽
し
み
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
四
日
（
木
）、
参
加

者
十
四
名
で
、
気
象
庁
松
代
地
震

観
測
所
で
地
震
に
つ
い
て
の
講

義
・
施
設
見
学
を
し
ま
し
た
。

一
般
見
学
者
の
入
れ
な
い
、
天
皇

御
座
所
予
定
地
跡
、
地
下
地
震
計

設
置
場
所
・
地
震
記
録
室
等
や
現

在
職
員
が
業
務
し
て
い
る
観
測
室

も
見
学
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
体

験
が
出
来
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
真
田
宝
物
館
と
周
辺

の
散
策
を
行
い
ま
し
た
。

町
会
運
動
会

●
城
西
町
大
運
動
会

●
蟻
ヶ
崎
西
体
育
祭

防
災
・
文
化

　
伝
承
講
座

天皇御座所予定地跡

職員が業務している
観測室
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